
おしらせ

10月生
まれのお友達紹介

　保育の中で「あそび」を大事にする理由

　子どもの時代のあそびは　大きくなってからの趣味とか余暇の過ごし方とか、自由時間とい

うようなそんな意味合いとは全く別物です。

　あそびは自ら動き、発見し、遊びたいからあそぶ、面白いと心踊る瞬間、没頭する、自分の

世界を十分に満喫する、そんな要素があるからこそ、とても大事だと思われます。

　今の時代はスマホのアプリでどんなに小さい子でもスマホを使いこなしているような時代で

す。それは「あそび」とは少し違うのではないかな？と思いますがどう思われますか？

操作一つで一方的に与えられ、簡単に楽しめ、刺激的です。しかしともすれば依存的になって

いく要素もあります。

　このような時代だからこそ、こひつじでは相変わらず昔ながらの伝統的なあそびだったり、

人と人のつながりを中心にしたあそびだったり、子どもたち一人一人が大好き！というあそび

（制作や積み木やブロック、ごっこあそび、自分たちで作り出したあそび等など）を一番大事

にしているのです。

　考える課題を与えなくても、何かを強制的に覚えさせなくても、子どもは自らが選んだ大好

きなあそびの中で考え、工夫し、時には努力し、そして何かを学び取っていってます。

　学びは知的な学習につながることだけではありません。大きな観点からいうと「生きてい

く」ということ「社会の中で生きるということ」を学んでいるのではないかと思うのです。

　今、大きい子どもたちは縄跳びやコマ回しに盛んに挑戦しています。数名の興味を持った子

どもから次々にそのあそびが広がり少しずつ上達していってます。　　

　まさに「好きこそものの上手なれ」です。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園長　犬童れい子

　

2日　 English Time

3日  　園児健診

12日　災害避難訓練

16～20日　個人面談週間

25日　誕生会

24～27日　新入園児面談

園だより 2月’26 

　わたしがあなたがたを愛したように、

   互いに愛し合いなさい。ヨハネによる福音書15章12節

　　　　　　　　　　　　

　　　月　主　題

０歳児 　　  大きくなったね　

１・２歳児　大きくなったよ

３歳児 　　　よろこびあう

４・５歳児　 希望をもって

　　2月（如月）

雪の少ない熊本に1月2日は雪が舞いましたね。場所によっては少し積

もったところもあったようです。

子どもたちも犬も喜んで雪の中で遊べたでしょうか。

1年のうちで一番寒くなる季節、2月。

ですが、2月4日は立春を迎え暦のうえではここからが春です。

園では、年長さんはそろそろ小学校への準備期間に入ります。卒園式

を意識してまた入学を見据えて、もっともお兄さんお姉さんらしくあ

ろうと、子どもたち自身が頑張り出す時期になります。

小さいクラスの子も一つ上のクラスへ、あそびに行ったり来たり、部

屋をまたいで2月からは移行期間として園全体が大きくなったね、大

きくなったよ！を意識し出します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　こひつじ保育園


